
教
材
の
力 

｜

心
が
動
く
、対
話
が
生
ま
れ
る

言葉がまるで
うぶ毛をなくしたかのように、

むき出しで
人にぶつかるようになった。 タ

ク
ジ
、

聞
い
て
い
た
話
と

違
う

じ
ゃ
な
い
か
。

レンの心にも、

ざわざわと風が吹き始めた。

教
材
の
力

令
和
７
年
度
版
中
学
校
「
国
語
」

［
作
者
の
言
葉
］

蜂
飼 

耳

［
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
］

伊
坂
幸
太
郎

［
論
説
］

真
鍋
淑
郎
／
伊
勢
武
史
／
堅
達
京
子

鷲
田
清
一

［
特
集
］

さ
く
ら 

も
も
こ
／
温 

又
柔
／
吉
藤
オ
リ
ィ
／

い
し
い 

し
ん
じ
／
角
田
光
代

内
容
解
説
資
料

本
資
料
は
、一
般
社
団
法
人
教
科
書
協
会
が
定
め
た

「
教
科
書
発
行
者
行
動
規
範
」に
則
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

新
版
教
科
書
を

     

読
み
味
わ
う

詳しくは

教
材
の
力

　

三
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
る
教
材
が
登
場
。

紙
上
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

新
し
い
教
材
を
通
し
て
、
多
様
な
意
見
を
吟

味
し
、
自
分
の
意
見
を
確
立
す
る
力
を
育
み

ま
す
。

　

言
葉
の
現
状
を
憂
い
つ
つ
、
そ
れ
で
も
言
葉
の
可
能
性

を
信
じ
続
け
る
筆
者
。
言
葉
と
の
向
き
合
い
方
を
改
め
て

考
え
さ
せ
る
教
材
で
す
。

　

春
。
出
会
い
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
文
学
作
品
の
登
場
で
す
。

誰
も
が
主
人
公
に
自
分
を
重
ね
、
自
分
の
物
語
と
し
て
読
み
味
わ
え
ま
す
。

「
は
じ
ま
り
の
風
」（
一
年
）
蜂
飼 

耳

　

互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
。

共
に
生
き
る
未
来
を
築
く
生
徒
た
ち
に
問
い
か
け
る
読
書
教
材
で
す
。

「
六
千
回
の
ト
ラ
イ
の
先
に
」吉

藤
オ
リ
ィ

（
二
年
）

「
そ
れ
で
も
、言
葉
を
」鷲

田
清
一

（
三
年
）

「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
」

伊
坂
幸
太
郎

（
二
年
）

人
に
出
会
う
、
私
と
出
会
う

文
学
的
な
文
章

論
理
を
捉
え
、
課
題
に
向
き
合
う

説
明
的
な
文
章

　

文
学
を
教
室
で
学
ぶ
意
義
。
そ
れ
は
、
一
人
一
人
異
な
る
、
多
様
な
解
釈
を
交

わ
し
合
う
こ
と
で
、
他
者
に
出
会
い
、
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

不
確
か
な
情
報
が
氾
濫
す
る
現
代
社
会
。
生
徒
に
は
、
情
報
や
他
者
の
考
え
を

正
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
説
明
文
教
材
を
作
り
ま
し
た
。

「
複
数
の
意
見
を
読
ん
で
、

真
鍋
淑
郎
（
気
象
学
者
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
）

伊
勢
武
史
（
生
態
学
者
、
環
境
科
学
者
）

堅
達
京
子
（
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

考
え
よ
う
」（
三
年
）

　

中
高
生
に
も
人
気
の
高
い
作
家
の
書
き
お
ろ
し
小
説
。
伏
線
や
主
人
公

の
心
理
を
読
み
解
く
お
も
し
ろ
さ
で
、
自
然
と
対
話
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

19 18



144 | 143 142 | 141いにしえの心を訪ねる ● 「平家物語」の世界

「
平
家
物
語
」の
世
界

　保ほ
う

元げ
ん

の
乱
・
平へ

い

治じ

の
乱
で
勢
力
を
広
げ
た
平た

い
ら 

清き
よ

盛も
り

は
、
武
士
と
し
て
初
め
て
太だ

い

政じ
ょ
う

大
臣
に
ま
で

昇
り
つ
め
、
一
族
は
全
盛
期
を
迎
え
る
。
お
ご
り
高
ぶ
る
平
家
に
反
感
を
も
つ
人
が
増
え
て
い
く
。

の

平家の栄華を象徴する厳
いつく

島
しま

神社（広島）

　天
皇
家
が
出
し
た
平
家
追
討
の
令
旨
が
、
全
国
各
地
の
源
氏
に
届
き
、

平
家
打
倒
の
動
き
が
始
ま
る
。

［右上］ 平家の兵に引っ掛けられ、義経は弓を海に落としてしまう。   

　二
位
の
尼あ
ま
（
清
盛
の
妻
時と
き

子こ

）

は
、
八
歳
に
な
る
孫
の
安
徳
天

皇
を
抱
き
か
か
え
、
舟ふ
な

端ば
た

に
歩

み
出
た
。
幼
い
天
皇
に
、「
私

を
ど
こ
へ
連
れ
て
い
こ
う
と
す

る
の
か
。」
と
き
か
れ
た
尼
は
、

は
ら
は
ら
と
涙
を
流
し
、「
波

の
下
に
も
都
は
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
答
え
て
、
共
に
海
底
深
く
し

ず
ん
で
い
っ
た
。

　安
徳
天
皇
の
母
で
あ
る
建け
ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

も
後
を
追
っ
て
入
水
す
る

が
、
源
氏
の
武
士
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。

　建
礼
門
院
は
、
後
に
出
家
し

て
、
京
都
大お
お

原は
ら

で
平
家
一
門
を

弔
う
。

❼壇の浦の戦い　二位の尼が安徳天皇を抱きかかえ、入
じゅ

水
すい

する。

❻屋島の戦い　
「源平合戦図屏

びょう

風
ぶ

」（部分）

「源平合戦図屏風」（部分）

保
元
の
乱

平
治
の
乱

平
清
盛
が
太
政
大
臣
に
な
る
。

平
家
追
討
の
令り
ょ
う

旨じ

。

 熊
くま

谷
がえ

 直
なお

実
ざね

（右）の招きに応じて振り返る平敦
あつ

盛
もり

（左）。  
304
ページ

「一の谷合戦図屏風」（部分）

の

　両
船
団
が
海
上
で
向
か
い
合
う
。

潮
の
流
れ
が
変
わ
り
、
源
氏
が
優

勢
に
。
安
徳
天
皇
ら
が
入
水
し
、

仕
え
て
い
た
女
性
た
ち
も
海
に
身

を
投
げ
る
。
武
将
た
ち
も
壮そ
う

絶ぜ
つ

な

最
期
を
遂
げ
、
平
家
は
滅
亡
す
る
。

建
礼
門
院
、
死
去
。

義
仲
の
軍
が
迫
る
と
平
家
は
都
を

離
れ
、
六
歳
の
安あ
ん

徳と
く

天
皇
を
連
れ

て
西さ
い

国ご
く

に
逃
亡
。

　壇
の
浦
の
戦
い
で
、
つ
い
に
平
家
は
滅
亡
す
る
。

「 

見
る
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
は
見
つ
。

今
は
自
害
せ
ん
。」（
平
知と
も

盛も
り

）

　伊い

豆ず

で
挙
兵
し
た
源
頼
朝
は
、

石
橋
山
（
神
奈
川
県
小お

田だ

原わ
ら

市
）

で
戦
い
に
挑
む
が
、
自
軍
の
十
倍

の
敵
に
敗
れ
、
撤て
っ

退た
い

す
る
。

　頼
朝
の
い
と
こ
に
当
た
る
木
曾

義
仲
は
、
倶
利
伽
羅
峠
（
石
川
県

と
富
山
県
の
国
境
）
で
平
家
と
ぶ

つ
か
る
。
夜
の
奇
襲
で
峠
の
断
崖

に
追
い
込
ま
れ
た
平
家
は
、
次
々

と
谷
底
に
転
落
し
て
い
く
。

❸
　倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い�

勝�

源
氏

　義
仲
の
奇
襲
で
平
家
は
谷
底
へ

［左下］ 平家軍の挑発を受け、与
よ

一
いち

は船上の扇
おうぎ

を射ることになるが……。
146
ページ

　義
仲
の
横
暴
な
振
る
舞
い
で
都

の
治
安
が
悪
化
。
頼
朝
の
命
令
を

受
け
た
義
経
ら
が
義
仲
軍
を
追
討
。

❹
　宇
治
川
の
戦
い�

勝�

源
義
経

　源
氏
ど
う
し
が
激
突
す
る

　険
し
い
山
道
を
馬
で
駆
け
下
り

る
奇
襲
に
よ
り
、
平
家
は
大
混
乱
。

一
門
の
多
く
が
な
く
な
る
。

❺
　一
の
谷
の
戦
い�

勝�

源
氏

　「
鵯
ひ
よ
ど
り

越ご
え

の
逆さ
か

落
と
し
」で
源
氏
勝
利

　わ
ず
か
な
舟ふ

ね

で
四し

国こ
く

へ
渡
っ
た

義
経
は
平
家
を
背
後
か
ら
急
襲
。

慌
て
た
平
家
は
舟
で
海
へ
逃
れ
る
。

※「
扇
の
的
」「
弓
流
し
」
は
こ
の
戦
い
。

❻
　屋
島
の
戦
い�

勝�

源
氏

　嵐あ
ら
し

の
海
を
渡
り
、
平
家
を
奇
襲

❼
　壇
の
浦
の
戦
い�

勝�

源
氏

　最
終
決
戦
！  

平
家
滅
亡

❼ 壇
だん

の浦
うら

の戦い  

1185年3月

源
みなもとの

 義
よし

経
つね

の進路

木
き

曾
そ

 義
よし

仲
なか

の進路

主な合戦地

の

壇の浦

屋島

福
ふく

原
はら

京都
一
の
谷

倶
利
伽
羅
峠 石

橋
山

宇治
国
こく

府
ふ

木曾

平
ひら

泉
いずみ

鎌
かま

倉
くら富士川

「平家物語」の
主な戦い

❺ 一
いち

の谷
たに

の戦い

1184年2月

❸ 倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠の戦い 

1183年5月

❶ 石
いし

橋
ばし

山の戦い

1180年8月

❷ 富
ふ

士
じ

川の戦い

1180年10月❹ 宇
う

治
じ

川の戦い

1184年1月

❻ 屋
や

島
しま

の戦い

1185年2月

平
家
の

栄
華

源
氏
の

挙
兵

平
家
の

滅
亡

　石
橋
山
の
戦
い�
勝�

平
家

　挙
兵
直
後
の
頼よ
り

朝と
も

、
大
敗
！

❶

平
清
盛
が
熱
病
で
死
去
。

　富
士
川
（
静
岡
県
富
士
市
）
の

両
岸
に
陣じ
ん

を
構
え
た
両
軍
。
平
家

は
水
鳥
の
飛
び
立
つ
羽
音
を
源
氏

の
襲
来
と
勘
違
い
し
、
逃
げ
惑
う
。

「 

頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
我
が
墓

の
前
に
掛
く
べ
し
。」（
平
清
盛
）

❷
　富
士
川
の
戦
い�

勝�

源
氏

　水
鳥
の
羽
音
に
、
平
家
総
崩
れ
？敦盛の最

さい

期
ご

扇の的 弓流し151
ページ

２年 P141「『平家物語』の世界」

1年 P78「情報収集の達人になろう」
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183 価値を生み出す ● 話し合いを効果的に進めよう

話す
聞く

［ 

話
し
合
い
（
進
行
） ］

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
よ
う

　卒
業
式
の
日
に
、
ク
ラ
ス

で
黒
板
ア
ー
ト
を
制
作
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
学
級
会
で

出
た
案
を
基
に
、
実
行
委
員

が
何
を
描
く
か
を
決
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
進
行
役
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、
話
し
合

い
の
様
子
を
視
聴
し
、
下
の

問
題
に
取
り
組
も
う
。

　話
し
合
い
で
合
意
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
考
え
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
目
的
に
沿
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

効
果
的
な
話
し
合
い
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

や
っ
て
み
よ
う

①		

進
行
役
の
最
後
の
発
言
に
続
く
形
で
、
参
加
者
か
ら
出
た

意
見
を
整
理
し
よ
う
。

　で
は
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を
整
理
し
ま
す
。

⃝

幾
つ
か
案
を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、
い
い
で
す
ね
。

⃝
�

こ
の
（「
ク
ラ
ス
で
の
最
後
の
思
い
出
作
り
に
」
と
い
う
）

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う
で
す
か
。

②		

進
行
役
の
次
の
発
言
は
、
目
的
に
即
し
た
話
し
合
い
を
す

る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
、
考
え
よ
う
。

▼ 

二
次
元
コ
ー
ド
の 

 

動
画
を
視
聴
し
よ
う台本は１84ページ

３年 P183
「話し合いを効果的に進めよう」

各学年のビジュアル資料を大幅に
拡充。迫力のある紙面が、生徒
を古典の世界にいざないます。

「話すこと・聞くこと」教材に、聴解力を鍛
える新系列が登場。動画や音声の視聴から
始まる、新しい学びの形を提案します。

 

大
迫
力
の
古
典
資
料

Q
R
で
鍛
え
る

聴
解
力

大判資料を
味わえる

両観音開き構造

魅
力
あ
ふ
れ
る
教
材

見
て
、
聞
い
て
、
組
み
合
わ
せ
て

味
わ
う
、
親
し
む
、

広
が
る
「
古
典
」

30ページ

実
生
活
に
生
き
る

情
報
活
用
能
力
を

29ページ
「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」

た
め
の
確
か
な
力
を

26ページ

79 78情報 × SDGs ● 情報収集の達人になろう

食品ロス

共生

INTRODUCTION

SHIRATO Keiichi MASUDA Junko

5419.7

2,965

9,780

13.4 24.9
17.2 25.5

04      JUNE 2022 JUNE 2022      05

⬇ 

図
書
館
で
調
べ
る

情
報
×
S
D
G
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海洋汚染

　世
界
に
は
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
か
ら
興
味
を
も
っ
た
も
の
を
選
び
、
今
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
調
べ
て
、「
行
動
宣
言
」
に
ま
と
め
よ
う
。

情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

　
　 

私
の「
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

行
動
宣
言
」

情報

生物
多様性

21% 14% 26%

▶ �国連が定めた S�D�G�s（持続可能な開発目標）は、私たちの

社会が直面する、さまざまな課題の解決を目ざしている。

「J
ジャイカ

ICA�M
マ ガ ジ ン

agazine」（2022 年 6月号、p.4-5）

気候変動

東京都福
ふく

祉
し

保健局ポスター

「世界がぐっと近くなる
SDGs とボクらをつなぐ本」

環
かん

境
きょう

省「環境省レッドリスト 2020 掲
けい

載
さい

種数表」を基に作成
■�絶滅危惧種の割合

哺
ほ

乳
にゅう

類 鳥類 植物
（一
いっ

般
ぱん

的な草木）

日本の絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種：3716種 2020 年現在
※海洋生物を除く

調
べ
る
テ
ー
マ
を
決
め
る

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を
手
が
か
り
に
、

日
常
生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
見
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
と
感
じ
た
問
題
を
書
き
出
そ
う
。

［
日
常
生
活
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び
付
け
た
例
］

　町
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に

付
け
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